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新
年
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
お
元
気
で
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
同
窓

会
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
学
校
長

を
は
じ
め
教
職
員
の
皆
様
方
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
同
窓
会
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
賜
わ
り
、
厚
く
御
礼

と
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
二
十

九
年
度
卒
業
生
を
含
め
ま
す
と
、

卒
業
生
が
一
万
名
を
超
え
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
六
月
の
第
一
回
役

員
会
に
お
い
て
、
会
長
と
い
う
重

責
を
承
り
、
早
三
年
が
過
ぎ
四
年

目
に
な
り
会
長
と
し
て
の
、
責
任

感
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
わ
た
く
し
た
ち
の
母
校

湧
心
館(

旧
江
津)

高
等
学
校
は
、

昭
和
五
十
四
年
四
月
開
校
以
来
、

本
年
創
立
四
十
周
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
こ
で
、
同
窓
会
が
中

発発 行行 所所

湧湧 心心 館館 高高 等等 学学 校校
同同 窓窓 会会 事事 務務 局局
熊熊本本市市中中央央区区出出水水44丁丁目目11--22
電電話話((009966))337722 -- 55331111
題題字字 三三 嶋嶋 勝勝 彦彦
hhttttpp::////wwwwww..yyuussiinnkkaann..ccoomm
同同窓窓生生数数 1100,,338844人人

心
と
な
り
育
友
会
、
振
興
会
と
学

校
と
共
に
記
念
式
典
等
の
行
事
を

十
一
月
八
日
に
挙
行
す
べ
く
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

記
念
式
典
で
は
、
本
校
を
卒
業

さ
れ
て
現
在
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
、

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
シ

エ
フ
の
手
島
竜
司
様
に
、
学
校
よ

り
依
頼
し
た
ら
、
快
く
理
解
さ
れ

て
後
輩
又
同
窓
生
の
皆
様
に
講
演

を
引
き
受
け
て
頂
き
ま
し
た
。

当
日
は
同
窓
生
の
席
を
設
け
て

あ
り
ま
す
の
で
、
三
十
周
年
記
念

式
典
か
ら
十
年
ぶ
り
の
大
同
窓
会

に
な
り
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、

同
級
生
及
び
友
人

を
お
誘
い
い
た
だ

き
、
ご
出
席
の
程

宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

学
年
代
表
委
員
に
つ
い
て

(

再
度
の
お
願
い)

昭
和
五
十
八
年
三
月
同
窓
会
発

足
以
来
三
十
五
年
、
学
年
代
表
委

員
の
年
齢
も
高
齢
化
が
進
み
、
あ

て
先
不
明
・
ご
逝
去
・
病
気
治
療

中
・
介
護
・
仕
事
や
老
人
会
・
自

治
会
役
員
等
多
種
多
様
の
事
象
の

為
、
同
窓
会
活
動
に
出
席
で
き
な

い
方
々
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
で
二
〇
一
九
年
で
は
役
員
改
正

の
年
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
役
員
会

で
、
新
役
員
の
皆
様
の
委
員
の
若

返
り
、
さ
ら
な
る
活
性
化
と
定
着

化
を
は
か
り
、
同
窓
会
の
新
し
い

体
制
を
構
築
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、｢

三
課
程
学
年
代
表
委
員

各
位｣

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
本
年
も
同
窓
会
活
動
は

例
年
同
様
、
四
月
の
三
課
程
の
入

学
式
か
ら
始
ま
り
、
三
月
の
三
課

程
の
卒
業
式
へ
の
出
席
等
、
計
画

し
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
最
後

に
会
の
活
動
に
、
同
窓
会
会
員
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
の
力
を
拝
借
し
母
校

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
同
窓
会
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
年
は
、
皆
様
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
る
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
挨
拶
と
し

ま
す
。

�������������同
窓
会
会
長

古

田

利

武

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
宮
崎
さ
ん

は
、
記
者
と
し
て
の
視
点
で
世
界

経
済
の
状
況
を
説
明
し
た
上
で
新

た
に
台
頭
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
を
紹
介
し
な
が
ら

｢

10
年
前
で

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
動
画
を
投

稿
し
て
収
益
を
得
る『

ユ
ー
チ
ュ
ー

バ
ー』

の
よ
う
な
人
た
ち
も
誕
生

し
て
い
る
。
様
々
な
職
業
を
吟
味

し
、
進
路
選
択
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い｣

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

次
に
原
田
さ
ん
は
自
身
の
就
職

体
験
記
や
資
格
取
得
の
勉
強
方
法
、

現
在
の
仕
事
を
説
明
し
な
が
ら

｢

湧
心
館
で
学
ん
だ
こ
と
が
社
会

で
役
に
立
っ
て
い
る
。
高
校
生
活

の
学
び
を
し
っ
か
り
深
め
る
こ
と

が
就
活
に
生
き
る｣

と
力
説
。
最

後
に
古
田
会
長
が

｢

ど
の
仕
事
で

も
、
あ
い
さ
つ
や
礼
儀
作
法
は
重

要
。
努
力
で
す
れ
ば
必
ず
道
は
切

り
開
け
る
の
で
、
頑
張
っ
て
ほ
し

い｣

と
エ
ー
ル
を
送
り
閉
会
し
ま

し
た
。
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２
０
１
８
年
３
月
19
日
に
１
年

生
の
就
職
希
望
者
対
象
の
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
で
同
窓
会
役
員
が
講
話

を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
在
学
生
に

｢

進
路
意
識
の
向
上
や
夢
の
実
現｣

な
ど
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
古
田
同
窓
会
会
長
、

定
時
制
課
程
を
卒
業
し
、
作

業
療
法
士
と
し
て
勤
務
す
る

原
田
宣
明
さ
ん
、
全
日
制
課

程
を
卒
業
し
、
出
版
社
で
記

者
を
務
め
る
宮
崎
泰
樹
さ
ん

の
３
人
が
約
50
人
の
在
学
生

を
前
に
講
話
。

����平成30年度同窓会予算書
１. 一般会計

(収入の部) 単位：円
科 目 本年度予算額 前年度予算額 増 減 備 考

会 費 1,125,000 1,350,000 △225,000
全日制 81名×5,000円
定時制 24名×5,000円
通信制 120名×5,000円

繰 越 金 1,642,039 330,625 1,311,414
雑 収 入 50 50 0 預金利息

計 2,767,089 1,680,675 1,086,414

(支出の部) 単位：円
科 目 本年度予算額 前年度予算額 増 減 備 考

事務通信費 740,000 740,000 0 同窓会新聞郵送料､ 封筒印刷代､ ホームページ年間管理料ドメイン名登録サービス契約更新料他

会 議 費 250,000 250,000 0 役員会活動費､ 役員懇談会

学校行事費 160,000 160,000 0 卒業証書用ホルダー

会 報 費 150,000 150,000 0 同窓会新聞印刷代､ 新聞広告代

名簿管理費 100,000 100,000 0 同窓会新聞郵送用宛名シール代

給 与 60,000 60,000 0 事務補助職員手当

積 立 金 150,000 150,000 0 同窓会積立金

予 備 費 1,157,089 70,675 1,086,414

計 2,767,089 1,680,675 1,086,414

２. 特別会計
前年度からの繰越金 2,900,334円

(残高の部) 単位：円
収入決算額 支出決算額 残高合計 摘 要

2,820,627 1,178,588 1,642,039 残高は平成30年度へ繰り越し

(支出の部) 単位：円
科 目 当初予算額 更正額 更正予算額 決算額 予算残額 備 考

事務通信費 740,000 0 611,316 128,684 同窓会新聞印刷料､ 郵送料､ ホームページ年間管理料
会 議 費 250,000 0 0 167,158 82,842 役員会活動費､ 同窓会総会費用及び懇親会費
学校行事費 160,000 3,500 163,500 163,070 430 卒業証書用ホルダー
会 報 費 150,000 0 0 119,420 30,580 同窓会新聞印刷代､ 新聞広告代
名簿管理費 100,000 0 0 60,847 39,153 同窓会新聞郵送用宛名シール代
給 与 60,000 0 0 52,025 7,975 事務補助職員給与
積 立 金 150,000 0 0 0 150,000
予 備 費 70,675 △3,500 67,175 4,752 62,423 ドメイン名登録サービス契約更新料

計 1,680,675 0 1,178,588 502,087

１. 一般会計
(収入の部) 単位：円

科 目 当初予算額 補正予算額 決 算 額 増 減 備 考
会 費 1,350,000 0 1,490,000 140,000 298名×5,000円
繰 越 金 330,625 0 330,625 0
雑 収 入 50 0 1,000,002 999,952 預金利息２円､ 同窓会積立金より充当1,000,000円

計 1,680,675 0 2,820,627 1,139,952

平成29年度同窓会決算書

関係諸帳簿及び書類を監査した結果､ 上記のとおり相違
なく正確かつ適法に執行されていることを認めます｡

平成30年５月27日

３. 監査報告

２. 特別会計 単位：円
収 入 支 出 残 高 支出額のうち1,000,000円は

本会計の雑収入へ繰入
残高は平成30年度へ繰り越し

前年度繰越金 本年度積立金 預金利子 合 計

3,899,768 90,458 566 3,990,792 1,090,458 2,900,334

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
日
制
生
徒
約
三
百
人
、
定
時
制

約
百
人
、
通
信
制
活
動
生
約
六
百

人
が
、
単
位
制
の
学
び
の
中
で
自

己
研
鑽
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
、
全
日
制
で
は
、
熊
本
県
の

代
表
と
し
て
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
全
国
大
会
に
出
場
し
た
り
、

定
時
制
で
は

｢

熊
本
の
心
作
文
コ

ン
ク
ー
ル｣

の
県
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
り
、
通
信
制
で
は

｢

生
活

体
験
発
表
全
国
大
会｣

に
出
場
し

新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
中
は
、
古
田
会
長
を
始

め
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
本
校
の

教
育
活
動
に
物
心
両
面
で
御
支
援

を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
年
も
変
わ
ら
ぬ
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
は
、
熊
本
地
震

後
の
復
旧
工
事
も
概
ね
終
わ
り
、

生
徒
た
ち
は
、
平
穏
を
取
り
戻
し

た
教
室
で
、
落
ち
着
い
て
学
習
に

た
り
す
る
な
ど
、
嬉
し
い
活
躍
が

あ
り
ま
し
た
。
卒
業
学
年
の
就
職
・

進
学
状
況
に
つ
い
て
も
、
例
年
ど

お
り
の
内
定
を
い
た
だ
き
、
喜
ん

で
お
り
ま
す
。

夏
の
猛
暑
が
静
ま
り
秋
の
涼
を

感
じ
る
こ
ろ
か
ら
、
巷
で
は

｢

平

成
最
後
の
〜｣

と
い
う
言
い
方
が

よ
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
や
が
て
元

号
が
改
ま
り
新
し
い
時
代
が
到
来

し
ま
す
。
本
校
も
今
年
四
十
周
年

を
迎
え
、
人
間
で
言
え
ば｢

不
惑｣

、

更
に
充
実
し
た
壮
年
期
に
入
っ
て

い
く
わ
け
で
す
。
新
し
い
時
代
の

幕
開
け
で
す
。

十
一
月
八
日(

金)

、
四
十
周
年

記
念
式
典
を
学
校
で
開
催
し
ま
す
。

記
念
講
演
の
講
師
は
、
パ
リ
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

手
島
竜
司
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
手
島
さ
ん
は
本
校
卒
業
後
、

熊
本
市
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
修
業
後
、

渡
仏
。
一
流
レ
ス
ト
ラ
ン
で
腕
を

磨
い
た
後
、
パ
リ
凱
旋
門
近
く
に

｢P
A
G
E
S
(

パ
ー
ジ
ュ)｣

を
オ
ー

プ
ン
。
一
皿
一
皿
に
食
材
の
持
つ

ス
ト
ー
リ
ー
を
表
現
し
た
繊
細
な

料
理
が
評
判
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス

の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
で
一
つ
星

を
獲
得
、｢

未
来
の
巨
匠｣
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
後
輩
た
ち
の
た

め
に
是
非
話
を
し
た
い
、
と
楽
し

み
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
式
典
当

日
は
、
会
場
に
同
窓
生
席
を
準
備

し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
在
校
生
の
様

子
も
直
接
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
旧
友
同
士
で
往
時
の
学
生
生

活
を
懐
か
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
心
か
ら
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

夕
刻
は
メ
ル
パ
ル
ク
で
祝
賀
会

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
津
高

校
・
湧
心
館
高
校
の
先
輩
諸
氏
と

一
緒
に
、
母
校
の
節
目
の
お
祝
い

が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
と
も
本
校
に
御
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
が
、
同
窓
生
の
皆
様
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年
で
あ
る

こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

監査委員
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就職ガイダンスで講話する
宮崎泰樹さん



も
っ
た
答
辞
が
述
べ
ら
れ
、
13
人

が
本
校
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

10
月
１
日

(

月)

の
後
期
入
学
式

で
は
６
人
が
入
学
し
、
転
編
入
生

46
人
と
共
に
本
校
で
の
新
し
い
生

活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

10
月
７
日

(

日)

に
は
、
熊
本

県
高
等
学
校
定
時
制
・
通
信
制
文

化
大
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
の
生
活
体
験
発
表
、
午
後
の

生
徒
会
活
動
報
告
、
各
校
ス
テ
ー

ジ
発
表
等
、
い
ず
れ
も
見
ご
た
え

あ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
準
備
か
ら
当
日
の
大
会
開

催
に
至
る
ま
で
、
主
管
校
で
あ
る

本
校
通
信
制
の
生
徒
会
執
行
部
が

熱
心
に
運
営
に
携
わ
り
見
事
大
会

を
成
功
へ
と
導
き
ま
し
た
。

11
月
24
日

(

土)

に
は
、
全
国

高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
生
徒
生

活
体
験
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
、

九
州
通
信
制
代
表
と
し
て
、
近
藤

君
が
全
国
の
大
舞
台
で
堂
々
と
し

た
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

世
界
の
有
識
者
が

｢

現
在
の
職

業
の
多
く
は
、
今
後
な
く
な
っ
て

い
く｣

と
い
う
予
測
を
立
て
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
新

し
い
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
必

要
と
な
る
資
質
・
能
力
を
育
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は

｢

主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び｣

。
通
信
制
の
学
び
で

は

｢

自
ら
学
ぶ｣

こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ク
ー
リ

ン
グ
以
外

の
時
間
を

過
ご
す
な

か
で
、
自

己
を
見
つ

め
、
過
去

や
将
来
の

自
分
自
身

と
の
対
話

を
重
ね
、

在
り
方
や

生
き
方
に
つ
い
て
深
く
考
え
て
み

る
機
会
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
の

よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め

に
、
通
信
制
の
学
び
を
通
し
て
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
教
育
活
動
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
今
後
と

も
ご
支
援
の
程
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

通
信
制

課
程
で
は
、

４
月
15
日

(

日)

に
前

期
入
学
式

を
執
り
行
い
81
人
の
新
入
生
を
迎

え
入
れ
ま
し
た
。
新
入
生
代
表
の

律
野
さ
ん
は
、
自
分
自
身
や
家
族

の
た
め
に
精
一
杯
学
ん
で
い
く
決

意
を
堂
々
と
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

転
編
入
生
98
名
と
と
も
に
、
新
た

な
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

６
月
10
日

(

日)

に
行
わ
れ
た

第
68
回
県
高
校
定
時
制
・
通
信
制

総
合
体
育
大
会
で
は
、
湧
心
館
高

校
、
熊
本
工
業

高
校
、
熊
本
市

総
合
体
育
館
を

会
場
に
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

卓
球
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
剣
道
、
陸
上

の
５
競
技
で
全
国
大
会

出
場
の
切
符
を
手
に
入

れ
ま
し
た
。
８
月
１
日

〜
19
日
に
行
わ
れ
た
全

国
高
校
定
時
制
・
通
信

制
総
合
体
育
大
会
で
は
、

陸
上
競
技
男
子
走
り
幅

跳
び
で
７
位
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
個
人
戦
で
は
２

名
が
ベ
ス
ト
16
に
進
出
す
る
な
ど
、

素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

７
月
８
日

(

日)

の
生
活
体
験

発
表
会
は
、
全
国
大
会
の
九
州
通

信
制
枠
を
争
う
予
選
会
と
な
り
、

10
人
か
ら
の
発
表
は
我
々
に
勇
気

と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

３
年
Ｅ
組
の
近
藤
君
が
代
表
に
選

ば
れ
、
本
校
通
信
制
生
徒
と
し
て

６
年
ぶ
り
の
全
国
大
会
に
臨
む
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

前
期
卒
業
式
は
９
月
16
日(

日)

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生

代
表
の
森
さ
ん
か
ら
は
、
有
意
義

な
本
校
で
の
学
校
生
活
や
高
校
卒

業
の
重
み
に
つ
い
て
、
想
い
の
こ

同窓会報 ｢江極だより｣平成31年２月吉日 第 30 号 �

����会
員
の
皆
様
に｢

江
極
だ
よ
り｣

第
三
十
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

江
極
だ
よ
り
を
通
じ
て
振
込
み

用
紙
も
同
封
し
ま
す
の
で
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�������������������� �����������������会
員
の
身
の
上
に
、
変
更

(

住

所
や
氏
名
等)

が
、
発
生
し
た
場

合
は
、
必
ず
、
速
や
か
に
同
窓
会

事
務
局
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

電

話
０
９
６
・
３
７
２
・
５
３
１
１

F
a
x
０
９
６
・
３
６
４
・
９
３
８
２

本
年
度

定
時
制
課

程
は
27
名

の
新
入
生

を
迎
え
、

生
徒
数
１

０
５
名

(

男
59
名
、
女
46
名)

で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
12
月
現
在
で

も
１
０
５
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

１
名
の
転
出
・
転
入
は
あ
り
ま
し

た
が
、
増
減
は
な
く
、
こ
れ
は
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

上
妻
校
長
は
、
本
校
の
目
指
す

生
徒
像
と
し
て

｢

時
間
を
守
る
生

徒｣
｢

責
任
を
と
る
生
徒｣

｢

進
化

を
す
る
生
徒｣

を
示
さ
れ
、
こ
れ

を
踏
ま
え
、｢

将
来
を
見
通
し
て

行
動
す
る
生
徒｣

の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

○
ま
ず
、
12
月
に
入
り
、
す
ば
ら

し
い
朗
報
が
舞
い
込
ん
で
き
ま
し

た
。｢

熊
本
の
心｣

作
文
で
、
本
校

の
中
山
弘
樹
さ
ん(

４
年)

が
最

優
秀
賞
の｢

熊
本
県
教
育
委
員
会

賞｣

を
受
賞
し
ま
し
た
。
１
月
20
日

(

日)

に
八
代
市
で
開
催
さ
れ
る

｢

熊
本
の
心
県
民
大
会｣

で
表
彰

及
び
作
文
朗
読
が
あ
り

ま
す
。

○
県
定
通
体
育
大
会
で

は
、
団
体
競
技
で
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
・

女
子

(

優

勝)

、
個

人
競
技
で

柔
道
75
㎏

級
、
陸
上

競
技
５
０

０
０
ｍ
が

優
勝
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
優
勝
、

準
優
勝
、
卓
球
が
３
位
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
が
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。
全
国
大
会
に
は
、
柔
道
75

㎏
級
、
陸
上
競
技
５
０
０
０
ｍ
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
女
子

(

シ
ン
グ
ル)

、
卓
球

が
出
場
し
ま
し
た
。
中
で
も
柔
道

75
㎏
級
の
中
山
幹
大
さ
ん
は
２
年

連
続
ベ
ス
ト
８
に
入
り
、
陸
上
競

技
に
出
場
し
た
浦
田
裕
人
さ
ん

(

３
年)

は
日
頃
の
練
習
が
評
価

さ
れ
、
石
澤
奨
学
会
理
事
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

○
校
内
生
活
体
験
発
表
大
会
で
は

今
ま
で
の
自
分
の
振
り
返
り
や
体

験
、
定
時
制
の
悩
み
や
苦
悩
を
明

日
へ
の
希
望
に
つ
な
げ
て
語
る
姿

に
、
共
感
し
ま
し
た
。
本
校
代
表
に

は
田
中
堅
一
郎
さ
ん(

３
年)

が
選

ば
れ
、
県
定
通
文
化
大
会
で
は
堂
々

と
楽
し
く
発
表
を
し
ま
し
た
。

○
10
月
７
日

(

日)

の
県
定
通
文

化
大
会
で
は
、
恒
例
と
な
っ
た
湧

心
館
定
時
制
太
鼓
部
に
よ
る
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
の
部
で
は
、
ダ
ン
ス
同

好
会
に
有
志
が
参

加
し
、｢

極
楽
浄

土｣

と
い
う
テ
ー

マ
で
楽
し
く
自
己

表
現
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
情
報
科

学
科
の
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
シ
ョ
ッ
プ
は

盛
況
で
す
ぐ
に
完

売
し
ま
し
た
。
芸

術
科
及
び
和
同
好

会
の
作
品
展
示
も

素
晴
ら
し
く
多
く

の
人
が
立
ち
止
ま

り
、
鑑
賞
し
て
い

ま
し
た
。

○
研
修
旅
行
で
は
、
３
年
生
が
神

戸
・
大
阪
で
素
晴
ら
し
い
思
い
出

作
り
が
で
き
ま
し
た
。

○
く
ま
も
と
教
育
の
日
に
は
20
年

以
上
続
い
て
い
る

｢
地
域
の
方
々

と
の
合
同
調
理｣

を
実
施
し
ま
し

た
。
今
年
も
出
水
南
地
区
の
皆
様

と
共
に
調
理
体
験
を
通
し
て
、
食

文
化
の
継
承
と
地
域
の
方
々
と
の

交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

○
11
月
の
芸
術
鑑
賞
は
、｢

中
国

文
化
芸
術
夢
講
演｣

と
題
し
て

｢

京
劇｣

｢

雑
技｣

｢

馬
頭
琴
演
奏｣

等
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
や

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

○
熊
本
県

｢

頑
張
る
高
校
生｣

表

彰
を
岡
田
真
琴
さ
ん

(

４
年)

が

受
賞
し
ま
し
た
。

○
進
路
決
定
状
況

(

12
月
７
日
現

在)

は
、
進
学
決
定
者
５
名
、
就

職
決
定
者
は
５
名
で
す
。
卒
業
予

定
者
全
員
が
進
路
目
標
を
達
成
で

き
る
よ
う
、
進
路
指
導
部
を
中
心

に
職
員
全
員
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

○
第
11
回
湧
定
祭
は
、
地
域
の
方
々

や
保
護
者
等
多
数
の
来
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
校
外
に
飾
ら
れ
た

｢

湧

定
の
灯｣

は
幻
想
的
な
雰
囲
気
で
、

湧
定
の
う
た
に
は
、
生
徒
一
人
一

人
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
、
読
む

人
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
展
示
、
バ
ザ
ー
な
ど
も

各
々
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
で
盛

況
で
し
た
。

○
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
会

か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
和
太
鼓
が
、

｢

湧
定
太
鼓｣

と
し
て
大
活
躍
し
、

好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
県
定
通

文
化
大
会

を
は
じ
め
、

地
域
お
祭

り
や
施
設

の
慰
問
等

で
貢
献
し

て
い
ま
す
。

本
当
に
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

し
た
。

平
成
三
十
一
年
度
行
事
予
定

11
月
８
日

(

金)

創
立
40
周
年
記
念
式
典

(

全
日
制)

４
月
８
日

(

月)

入
学
式

10
月
５
日

(

土)

体
育
大
会

11
月
９
日

(

土)

湧
心
祭

３
月
１
日

(

日)

卒
業
式

(

定
時
制)

４
月
９
日

(

火)

入
学
式

６
月
９
日

(

日)

県
定
通
体
育
大
会

10
月
13
日

(

日)

県
定
通
文
化
大
会

12
月
12
日

(

木)

湧
定
祭

３
月
７
日

(

土)

卒
業
式(

予
定)

(

通
信
制)

４
月
14
日

(

日)

入
学
式

６
月
９
日

(

日)

県
定
通
体
育
大
会

９
月
15
日

(

日)

前
期
卒
業
式

10
月
１
日

(

火)

後
期
入
学
式

10
月
13
日

(

日)

県
定
通
文
化
大
会

10
月
27
日

(

日)

文
化
発
表
会

３
月
８
日

(

日)

後
期
卒
業
式

し
な
が
ら
役
員
の
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

最
後
に
古
田
会
長
が

｢

湧
心
館

高
校
は
３
課
程
あ
り
、
入
学
式
や

卒
業
式
な
ど
の
行
事
も
３
課
程
そ

れ
ぞ
れ
に
実
施
さ
れ
、
役
員
に
苦

労
を
か
け
る
が
、
役
員
一
同
力
を

結
集
し
全
て
の
行
事
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
頑
張
ろ
う｣

と
呼
び
か

け
、
閉
会
し
ま
し
た
。

��������������������� ���������������������� ����������������������������
本
年
度

全
日
制
で

は
、
４
月

９
日(

月)

に
１
２
２

名
の
新
入
生
を
迎
え
、
入
学
式
を

挙
行
し
ま
し
た
。

６
月
１
日

(

金)

か
ら
始
ま
っ

た
高
校
総
体
・
高
校
総
文
祭
で
は
、

各
会
場
で
３
年
生
を
中
心
に
全
力

で
プ
レ
ー
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
７
月
に
行
わ
れ
た
夏

の
甲
子
園
熊
本
大
会
で
、
野
球
部

は
少
人
数
の
た
め
、
小
国
高
校
と

の
合
同
チ
ー
ム
で
１
回
戦
に
挑
み

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
熊
本

農
業
高
校
に
13
対
３
で
敗
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
選
手
た
ち
は
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
粘
り
強
く
戦
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

８
月
７
日

(

火)

か
ら
９
日

(

木)

ま
で
第
42
回
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭

(

書
道

部
門)

が
長
野
県
松
本

市
で
開
催
さ
れ
、
３
年

生
小
田
瑞
稀
さ
ん
が
熊

本
県
代
表
と
し
て
作
品

を
出
展
し
ま
し
た
。

８
月
８
日(

水)

熊
本

県
議
会
に
お
い
て

｢

高

校
生
県
議
会｣

が
行
わ

れ
、
本
校
生
徒
会
が

｢

想
定
を
超

え
た
降
雨
へ

の
対
応
に
つ

い
て｣

熊
本

県
土
木
部
長

及
び
知
事
公

室
長
に
質
問

し
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
会
長
２
年
生
山
代
太

誠
君
が
高
校
生
県
議
会
の
議
長
役

を
務
め
ま
し
た
。

９
月
29
日

(
土)

に
行
わ
れ
た

体
育
大
会
で
は
、
少
雨
が
降
る
中

で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
プ

ロ
グ
ラ
ム

を
い
く
つ

か
カ
ッ
ト

し
た
り
、

雨
が
止
む

隙
間
の
時

間
を
活
用

す
る
な
ど

し
て
、
無
事
に
大
会
を
最
後
ま
で

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

10
月
６
日

(

土)

に
第
35
回
全

国
商
業
高
等
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
熊
本
県
予
選
が
行
わ

れ
、
１
年
生
羽
山
朋
輝
君
が
出
場

し
、
見
事
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
羽
山
君
は
１
月
に
東
京
で

行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま

す
。10

月
19
日(

金)

に｢

日
中
植
林
・

植
樹
国
際
連
帯
事
業｣

で
中
国
の

高
校
生
30
人
が
本
校
を
訪
問
し
ま

し
た
。｢

く
ま
モ
ン｣

が
中
国
高
校

生
を
出
迎
え
、｢

く
ま
モ
ン
体
操｣

を
披
露

し
ま
し

た
。
ま

た
、
こ

の
事
業

は
環
境

及
び
防

災
意
識

の
高
揚

を
図
る

こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
本
校
３
年
生

�
永
み
は
る
さ
ん
と
松
田
倖
妃
さ

ん
が
英
語
で

｢

熊
本
地
震｣

に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
お
互

い
の
国
に
つ
い
て
質
問
を
す
る
な

ど
し
て
両
国
の
交
流
を
深
め
ま
し

た
。文

化
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
11
月
６
日

(

火)

に
は
芸
術
鑑
賞
会
、
11
月
10
日

(

土)

に
は
湧
心
祭
を
実
施
し
ま

し
た
。
校
長
先
生
の
紙
芝
居
や
現

代
バ
レ
エ
の
披
露
、
ま
た
、
育
友

会
の
皆
様
に
よ
る
食
バ
ザ
ー
の
提

供
な
ど
で
盛
り
上
が
り
の
あ
る
催

し
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
は
そ
の
他
に
も
生

徒
総
会
等
の
行
事
や
情
報
モ
ラ
ル

講
演
会
な
ど
の
講
話
等
を
数
多
く

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の

規
範
意
識
や
自
主
的
、
実
践
的
な

態
度
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
、
学

校
全
体
で
落
ち
着
い
た
生
活
態
度

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
創
立
40
周
年
記
念
式
典
の

準
備
を
進
め
て
お
り
、
さ
ら
に
充

実
し
飛
躍
し
た
平
成
31
年
度
を
迎

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

� � � � �
教頭 後迫 泉

� � � � �
教頭 緒方 稔

� � � � �
教頭 中川 義朗

平
成
30

年
度
４
月

の
定
期
異

動
で
鹿
本

高
校
か
ら

赴
任
し
て
参
り
ま
し
た
。
同
窓
会

の
皆
様
に
は
日
ご
ろ
か
ら
御
支
援
・

御
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
来
年
度
は
創
立
40

周
年
を
迎
え
、
記
念
す
べ
き
時
に

赴
任
で
き
、
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。

前
任
校
で
の
周
年
行
事
等
の
経
験

を
活
か
し
、
本
校
生
徒
の
た
め
、

全
力
で
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

事
務
長

福
島

文
子

湧
心
館
高
校
同
窓
会
の
第
２
回

役
員
会
を
湧
心
館
高
校
で
１
月
20

日
に
開
催
し
ま
し
た
。
古
田
会
長

の
ほ
か
高
橋
副
会
長
、
中
村
副
会

長
な
ど
役
員
ら
が
集
ま
り
、
平
成

30
年
度
の
活
動
状
況
、
平
成
31
年

度
の
計
画
、
40
周
年
記
念
式
典
を

審
議
。
そ
の
後
は
、
近
況
報
告
を������������会

員
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
同

窓
会
活
動
に
ご
協
力
を
頂
き
大
変

あ
り
が
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

�������




